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（３）原材料用米穀（特定米穀相当品）販売価格の推移（全国）

平成２１年１１月の生産者の販売価格は、一部の取扱業者において取引

価格が上昇したこと等により、前月と比較して、上昇している。

平成２１年１１月の販売業者の販売価格は、前月と比較して、小幅な変

動はあるものの、前月と比較して、同水準となっている。

図７表５ 原材料用米穀の販売価格の推移

資料：農林水産省「米麦の出荷又は販売の事業を行う者等の流通状況調査」による。

注：１）販売業者の販売価格は、販売業者が実需者（用途別）へ販売した価格（消費税込

み）である。

２）販売業者は都道府県ごとに、くず米の取扱数量の多い業者を対象とし、１１月は

７６業者を調査したものである。

３）用途別には、清酒用１８業者、焼酎用２７業者、米菓用５４業者、みそ用４１業

者、米穀粉用１６業者、ビール用４７業者となっている。


